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法人名 （有）丸心 代表者 河田多江子 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

利用者様一人一人の人格を尊重し住み慣れた地域での生活を継続する事が出来る様、

地域住民との交流や地域生活への参加を図りつつ利用者様の心身の状況・希望及びそ

の置かれている環境を踏まえ通いサービス、訪問サービス及び宿泊サービスを柔軟に

組み合わせることにより地域での暮らしを支援します。 
事業所名 

小規模多機能型居宅

介護 丸心ふわり 
管理者 鷹架清美 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 人  人 人 ２人 １人 人 １１人 人 １４人 

 

項  目 前回の改善計画 

前回の改善計画に対する取組み・結

果 

（事業所内の評価） 

意見 

（外部関係者） 
今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

1.初期支援（はじめのかかわり） 

新規利用者様の情報をもとにミ

ーティングで話し合い、連絡ノー

トや閲覧ファイルを活用しなが

ら情報共有し、生活支援の対応・

対策を共有する 

 

 

 

 

 

 

 

2.「～したい」の実現 

日々の関わりの中で利用者様ひ

とり一人の言葉に耳を傾け表情

を観察する等して「～したい」の

気持ちを引き出すように努め

る。「～したい」という希望によっ

ては今までのレクリェーション

や趣味活動以外にも活動の幅を

広げていく。その気持ちをミーテ

ィングや連絡ノートで伝え、「～

したい」が実現できているか定期

的に確認する 

1.初期支援（はじめのかかわり） 

前回の改善計画をもとに支援し

てきた結果、なかなか慣れない利

用者様も施設の雰囲気に慣れ、思

ったことを発言したり、行動に移

したりできるようになったと思

う。スタッフ会議で話し合いをも

つことはなかなかできないが、以

前よりも連絡ノートや閲覧ファ

イルを活用できるようになった 

 

 

 

2.「～したい」の実現 

利用者様一人ひとりに対して傾

聴や表情の観察はできていた。多

くの利用者様に関してその時々

で変わる「熱中できるもの」をな

んとか探して対応できていたと

思う。けれども全員の「～したい」

気持ちを引き出して個別に対応

するのは難しかった 

 

 

 

 

｛前回の改善計画に対して意

見｝ 

・事業所で取り組みを工夫さ

れ、その取組をスタッフ間で共

有し活用できている感じでした 

・できていることだけでなくで

きなかったこともはっきり提示

していることはとても良いこと

と思います。日常の取り組みが

本当に大変なことがわかります

が、大事な反省材料になると思

います。 

 

｛今回の９つのテーマごとに記

入された改善計画に対する意

見｝ 

・できなかったことが明確化さ

れており、具体的かつ達成可能

な計画かと思います 

・各テーマの改善計画がそこを

めざして介護にあたってほしい

と思える計画になっていると思

います。利用者同士、利用者と

職員、職員同士のコミュニケー

ションが密であればあるほど成

1.初期支援（はじめのかかわり） 

連絡ノートや閲覧ファイルをも

っと活用するために、全スタッフ

が知り得た情報を積極的にノー

トに記載する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.「～したい」の実現 

利用者様の多くは「何かの役に立

ちたい」「～したい」という気持ち

を持っておられるので」、全員に

役割を持っていただいて活き活

きと過ごしていただけるように

していく 

 

 

 

 

 



3.日常生活の支援 

利用者様、ご家族様とコミュニケ

ーションを図り、心身の状態や環

境の変化等知り得た情報を振り

返り、ミーティングや連絡ノート

を活用し、且つ共有し適切な生活

支援を継続して行う 

 

 

 

4.地域での暮らしの支援 

地域での生活を支援していくた

めにご家族様から一定期間毎に

電話や面談を通してこれまでの

「生活スタイル・人間関係」の情

報を得るように努め、知り得た情

報は連絡ノートや朝のミーティ

ング時に一定期間継続して職員

間の情報周知に努める。一人暮ら

しの利用者様については近所の

方や民生委員等から情報が得ら

れるようにする。 

 

 

5.多機能性ある柔軟な支援 

利用者様の日常生活に気を配り、

日々のコミュニケーションの中

で小さな変化に気づけるように

努め、「通い」「訪問」「宿泊」の支

援を必要に応じて適切に提供し、

地域密着型としての展開を図る 

 

 

 

 

6.連携・協働 

感染対策を行いながら、ご家族や

医療機関、他事業者とのサービス

担当者会議に出席する。また地域

3.日常生活の支援 

ミーティングや連絡ノート等を

活用して利用者様の情報を共有

し、その時々の状況に合わせた日

常の支援はできている。利用者様

の変化にみんなよく気づき共有

できるようになった。ただ自宅で

の詳細な様子については十分把

握できていない 

 

4.地域での暮らしの支援 

ケアマネや担当者を通して情報

を得てスタッフ全員で共有した

結果、利用者様のこれまでの生活

の様子を知ることができ支援に

役立った。しかし近所の方や民生

委員等からの情報を得ることが

なくその関係も把握できなかっ

た 

 

 

 

 

 

5.多機能性ある柔軟な支援 

スタッフ一人ひとりが利用者様

の小さな変化に気づき、すぐに情

報共有して適切な対応ができて

いる、それによって利用者様の不

安等が解消され、健康保持にも繋

がっていると思われる。「通い」

「訪問」「宿泊」のサービスはニー

ズに応じて適切に提供されてい

る 

 

6.連携・協働 

感染対策を行いながらボランテ

ィアさんを受け入れ、お花見や外

果が上がるのでしょう。特に職

員の皆様がノート等で情報共有

していることは安心できる点で

すが、普段の活動中に気軽に情

報交換したり、仕事を助け合っ

たり、指摘すべき点は指摘しあ

える関係であればとても良いと

思います 

 

｛「自己評価」をテーマにした自

由意見｝ 

・事業所がいろいろと工夫され

ながら日々の業務にあたられて

いることを素晴らしく思いま

す。引き続きご利用者様により

良いサービスが提案できるよう

にご尽力願います。 

・介護にあたる皆様が自分自身

の働きを省みながら日々介護に

あたられていることがわかりま

す 

・前回の改善計画の取り組み結

果についての個人チェック欄で

はほぼ９割の方が課題について

は取り組むことができたと資料

を見る限りでは思います 

・自己評価と同じように外部か

ら見てもスタッフの努力が伺え

ます 

 

3..日常生活の支援 

自宅での生活について詳細を把

握するためにご家族様とのコミ

ュニケーションを図り、ケアマネ

を通して知り得た情報を共有し、

介護に生かしていく 

 

 

 

 

4.地域での暮らしの支援 

地域での暮らしを支援していく

ために日頃から利用者様の生活

スタイルや人間関係の情報を得

るように務める。また民生委員や

地域資源等の把握に務める 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.多機能性ある柔軟な支援 

利用者様の日常生活に気を配り、

今まで以上に利用者様に寄り添

った支援ができるように務め

る。「通い」「訪問」「宿泊」を必要

に応じて適切に提供する 

 

 

 

 

 

 

6.連携・協働 

感染対策を行いながら地域のボ

ランティアさんを受け入れてイ



のボランティアさんを受け入れ

てイベントを実施したり、保育園

の園児たちとの交流が再開でき

るように努める 

 

 

7.運営 

利用者様やご家族様からの意見・

苦情を反映できるように体制を

整え、地域の方からの意見や苦情

にも早急に対応できるように努

める 

 

 

 

 

 

8.質を向上させるための取組み 

職場内の勉強会や外部研修を通

じて技術向上に努め、リスクマネ

ジメントについて理解を深める。

ヒヤリハットや事故報告は検証

や話し合いを重ね、改善策を見出

し再発防止に努める 

 

 

 

9.人権・プライバシー 

身体拘束、不適切ケアについては

ディスカッションや研修等で学

びを繰り返し、意識を高めるよう

に取り組んでいく。安全のために

やむを得ず身体拘束をせざるを

得ない場合、定期的に話し合い、

見通しを立てて「身体拘束ゼロ」

を目指すように心がける 

 

でジンギスカン、保育園の運動会

の見学等を行った。その他のサー

ビス機関とのサービス担当者会

議も実施された 

 

 

7.運営 

利用者様やご家族様の意見や苦

情にはすぐに適切に対応できる

体制を整えているため大きなト

ラブルはなかった。また地域の方

からの意見や苦情にも早急に対

応できている（車の路上駐車につ

いて苦情が寄せられたが玄関先

の張り紙等でご理解いただきそ

の後苦情はない） 

 

8.質を向上させるための取組み 

定期的に行われる職場内の勉強

会や会議、外部研修等を通じてリ

スクマネジメントに対する理解

が深まっている。事故については

ヒヤリハットや事故報告を検証

し改善策を見出すことで減って

きている。再発防止に繋がってい

る 

 

9.人権・プライバシー 

身体拘束についてはご本人の安

全を考慮しやむを得ない場合の

み行っている。かならず記録し、

定期的に拘束解除に向けて話し

合いが行われている。不適切ケア

についてはその場でスタッフ同

士が声を出せる雰囲気になりつ

つある 

 

ベントを実施したり、保育園の園

児たちとの交流が増えるように

務める 

 

 

 

7.運営 

利用者様やご家族、地域の方から

の意見や苦情には早急に対応で

きるように務める。意見や苦情に

ついてスタッフ全員が共有でき

るように定期的に開示する 

 

 

 

 

 

8.質を向上させるための取組み 

些細なことでも積極的にヒヤリ

ハットノートに記載することで

リスクマネジメントの意識を高

め、事故防止に繋げていく 

 

 

 

 

 

9 人権・プライバシー 

スタッフが無意識のうちに不適

切ケアを行ってしまうことがあ

る。不適切ケアについての理解を

深めスタッフ間でもっと声を掛

け合えるようにする。不適切ケア

をなくしていく 

 



Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

今後も毎月感染対策委員会を開

催して周囲の感染状況を把握し

た上で現状に合った感染対策を

継続していく。また季節や行事に

合わせたしつらえをして、利用者

様が季節感を楽しみ、心和んでい

ただけるような環境作りを行う 

 

 

・感染対策委員会を毎月開催

し、地域の感染状況を把握した

上で感染対策を行った。ご家族

様たちの協力もあり、コロナや

インフルエンザでクラスターが

発生することはなかった 

・行事については以前のような

大掛かりなことはできていない

が、季節ごとの行事や誕生会等

は行えた。感染対策を考えた上

でご家族様に部分的に参加して

いただくこともできた 

・ご家族様が事業所に入りやすい

環境になっていると思います。ス

タッフさんの笑顔が素敵で「こん

にちは」って声をかけていただけ

てこちら側も自然と笑顔がこぼ

れてしまいます。鍵もかけず悪臭

もありません。現在の素敵な環境

が続くように今後も尽力くださ

い 

・５類になったとはいえコロナは

とても恐ろしいです。多少施設内

に入りづらくても感染対策には

従います。しっかり対策は続けて

ほしいです。（と言いつつ、毎日で

も面会に行き励ましたいという

本音が‥‥我ながら勝手だなあ

と思いますがコロナもインフル

も絶対に持ち込みたくないと思

っています） 

・面会時にチラッと覗いただけで

も壁面に飾られていた物が替わ

っていたり環境に配慮している

ことがわかります。特にいつも手

入れされている花壇にはなぐさ

められています。利用者の皆さん

も同じだと思います。自然の力は

すごいと思います。 

・いつも気持ちよく対応していた

だいています。玄関の鍵はしかた

ないと思います（※二箇所の玄関

のうち、一箇所は日中ほとんど使

わないので防犯のため鍵をかけ

ています） 

・個人の利用者の行事等に合わせ

てくれた対応で外出を許可して

いただき助かりました。 

・ご家族様のご理解とご協力を得

て感染対策を継続しながら面会

や行事を行っていく 

・季節ごとの行事にご家族様が参

加できるように考えていく。感染

対策の点からご家族様の全員参

加は難しいと思われるがスタッ

フ全員で考え実現したい 

 



Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

散歩時に地域の方々に笑顔で挨

拶したり、町内清掃等の地域の行

事に参加する等して地域との関

わりを深めていく 

 

保育園の運動会の応援や散歩時

の挨拶は行えた。園児たちの散歩

時は手を振って挨拶することも

あり笑顔が見られた 

・地域の方にも知られていると思

います。包括の困難なケースにも

柔軟に対応頂き助かっておりま

す 

・屯田地区だけではなくその他近

隣地区でも高齢者の抱える課題

が複雑化してきています。今後も

処遇困難な利用者様の対応など

も見込まれますがご支援頂けれ

ば幸いです 

・日頃の職員さんの明るい挨拶を

受けている身としてはきっと地

域の皆さんもと思って、１は「は

い」にレ点をつけました。（※アン

ケートより）また私は困ったりし

た時は相談に乗ってもらおうと

思っていますが、このコロナ禍で

地域の方はどう思っているかわ

からないので「わからない」にレ

点がいっぱいついています 

・なるべく散歩を心がけています

が、その時よく男女を問わず同年

輩の人から話しかけられなかな

か放してもらえません。みんな寂

しく話し相手を探しているので

しょう。あちこち気軽に集まるこ

とができ、できれば簡単でいいの

で、安くランチ等提供してくれる

施設ができないかなあと思いま

す。 

・保育園の行事やお花見など、ス

タッフの協力で利用者を外出さ

せる計画を立ててくれるのはあ

りがたいことです。 

できるだけ地域の行事を把握し、

利用者様がどの行事に参加可能

か考え、安全に留意し参加してい

く 



D 地域に出向いて

本人の暮らしを支え

る取り組み 

介護にお困りの方が気軽に相談

にお越しいただけるようにチラ

シを作成して配ったり、「いつで

もご相談ください」等のメッセ

ージを張り紙で伝える取り組み

をする 

介護にお困りの方が気軽に相談

にお越しいただけるようにチラ

シを作成し張り紙で伝える取り

組みを行った。地域の方で、利

用者様たちが職員と和やかに散

歩する姿をみて相談に来られた

方もいた 

 

・運営推進会議で毎月の行事の報

告を写真付きで紹介して頂き、そ

れを町内の方などを招き、確認で

きていると思います 

・利用者様と一緒に外に出ること

は簡単なようで危険や事故のリ

スクも高くなるためかなり難し

いものと思いますが、今後も利用

者様が外との関わりを持てるよ

うに支援してあげてください 

 

利用者様が笑顔で会話しながら

時々写真を撮ったりして散歩し

ている姿を見て地域の方々が介

護の質問や相談がしやすくなる

こともあると思う。チラシやメッ

セージも継続していくが、日々の

利用者様の姿を見ていただく取

り組みをする 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

運営推進会議を対面で実施して施

設の情報を共有し、地域の課題に共

に取り組んでいく 

 

運営推進会議を対面で実施するこ

とにより様々な情報の収集や発信

ができた。災害時の問題点が新たに

見えてきたこともありとても良か

った 

 

いつも快く招き入れて頂きありが

とうございます。スタッフで情報共

有を実施できており、改善策などの

話し合いの場になっていると感じ

ております 

・とても身のある運営推進会議で

す。変わらぬ形で今後も開催してく

ださい 

 

運営推進会議で得た情報はスタッ

フみんなで共有し、見つかった問題

点は全員で考え早めに対策を取る 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

防災・災害について勉強会で学び、

月一回の避難訓練を実施すること

で職員が災害時に適切に対応でき

るよう訓練を重ねていく。また定期

的に防災用品の点検や持ち出し書

類の整理を行う 

 

 

 

防災・災害について勉強会で学び定

期的に避難訓練を実施できていた。

定期的に防災用品の点検も実施で

きていた 

 

 

・事業所内では防災訓練等実施さ

れていると思います 

・地域密着型の事業所として今後

災害が発生した場合はご協力のほ

どよろしくお願い致します 

・毎月行事予定表をいただくたび

に訓練の日を見つけて皆さんそれ

が習慣となって身につけてくださ

ると勝手に思っています。また私は

普段の雰囲気から勝手に災害時は

お世話になろうと思っています 

・具体的に確認したことがなかっ

た 

 

勉強会・避難訓練等で見つかった問

題点は都度早々に話し合い対策を

取る 

 



 


